101V1付属証明書

エコマーク商品類型No.101「かばん・スーツケースVersion1」付属証明書
F.スーツケース、アタッシュケース

[bookmark: _GoBack]本付属証明書は、エコマーク商品類型No.101「かばん・スーツケースVersion1」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：平成
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）




	＜付属証明書の作成方法＞
1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。
※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。
2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
3．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。
※ 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。
4．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。



	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示（予定）の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書（パンフレットなど）等にエコマークを表示すること
	[bookmark: チェック9]表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 
□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】


	エコマーク表示予定設計図


エコマークの表示方法はエコマーク使用の手引を参照下さい。
	エコマーク表示予定設計図（書式自由・原稿）をご提出下さい。

	エコマークを表示しない（予定）場合はその理由を右欄に記載下さい。
	【表示無しの理由】



	項目
	記入欄
（該当する事項をチェックして下さい）
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社
※他社開発製品の場合は右記証明書をご提出下さい。
	記入表101-17
	申込承諾者

	他社において既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない
（該当する事項をチェックして下さい）

※変更がなければ、以下の項目の証明は不要です
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し
既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	申込者

	No.104「家庭用繊維製品Version2」の認定商品で、契約更新に伴う再審査の場合
	既認定番号（　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	



[bookmark: _Hlk67582944]
F.スーツケース、アタッシュケース
	項目
	記入欄

	商品区分／
適用範囲
	· スーツケース ／ □ アタッシュケース

	
	主材料：□ 合成樹脂または金属
□ 革（取っ手その他の付属品が取り付けられていない状態における外面（たれで被覆される部分を除く）の60％以上が革製であるもの）

	
	用途： 乳幼児用（36ヶ月未満）　／　成人（皮膚接触）　／　成人（その他）


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1-1．環境に関する共通基準と証明方法
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1-1.(1)
環境法規の順守
	
	記入表101-3
	最終製品
製造工場長

	4-1-1.(2)
代替フロンを含むオゾン層破壊物質
	
	記入表101-14
	最終製品
製造工場長

	4-1-1.(3)
長期使用の体制
	
	認定基準に掲げる記載項目が確認できる文書（取扱説明書、カタログなど）
	申込者

	4-1-1.(4)
プラスチック包装材料のハロゲン使用
	包装材の材質：
包装方法：

ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの使用 
· 使用あり　／　□　使用なし
	
	

	4-１-1.(5)
金属アレルギーに関する情報提供
	［把手、ファスナー、肩掛けベルト部分への金属（鍍金含む）の使用］
· 使用あり　／　□　使用なし
※ 「使用あり」の場合は、右記の添付証明書を提出してください。「使用なし」の場合は提出の必要はありません。
	金属アレルギーに関する情報を記載した文書（取扱説明書、製品ラベル、パンフレットなど）
	申込者

	4-2.(19)
品質
	
	該当する品質規格に適合していることを示す試験結果など（落下強度、キャスター走行性、ハンドル強度、ロック開閉度、樹脂強度の各項目は必須）
	第三者試験機関または申込者など

	
	
	記入表101-4
	最終製品
製造工場長

	
4-1-2．主材料に関する基準と証明方法
申込製品の主材料について、以下を記入して下さい。
A．プラスチックまたは金属を主材料とする製品

	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1-2.(6)
リサイクル率
	
	・リサイクル率を示す証明書
・リサイクルの仕組み・内容についての説明資料
	申込者

	4-1-2.(7)
回収システムの整備
	
	・回収システムについての説明資料
・取扱説明書などの該当部分
	申込者

	4-1-2.(8)
プラスチック添加剤
	
該当項目にチェックし記入表等を提出してください。

□各製造事業者の発行による記入表101-16a
　　　※各製造工程を担当する事業者は、バージン樹脂製造事業者、再生材料供給(ペレット化・フレーク化)事業者および成型事業者を指し、それぞれの事業者から本証明書を発行してもらう必要があります。

□成型事業者等の発行による記入表101-16b
	記入表101-15
	申込者

	
	
	記入表101-16a
※バージン樹脂製造事業者による証明書は、記入表101-16に代えて、業界ＰＬの樹脂登録確認証明書の写し、食品用以外は重金属試験結果でも代用可。
再生材料供給事業者および成型事業者の証明書は、101-16aを提出(詳細101-16a注釈を参照のこと)。

または/および
記入表101-16b
※記入表101-16bで証明する場合には、発行者よりも川上（上流側）の製造段階で使用される原材料も含めて確認していることが必要です。成型事業者に代わって、より川下の組立・最終製造事業者による証明でも可。
	(記入表101-16a)
各製造工程担当事業者











(記入表101-16b)
成型事業者等

	4-1-2.(9)
重金属
	［製品の処方構成成分］
	
	

	
	カドミウム及びその化合物の添加
鉛及びその化合物の添加
六価クロム及びその化合物の添加
水銀及びその化合物の添加
	□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
	
	

	4-1-2.(10)
IARCによる発がん性物質
	［製品の処方構成成分］
IARCによって1、2A、2Bに分類されている物質
□　使用あり　／　□　使用なし
	
	

	
B．革を主材料とする製品

	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1-2.(11)
革材料
	
	記入表101-1
	申込者

	
	
	記入表101-2
	製革業者

	
	[ 革材料以外の、動物由来の材料の使用（例；毛皮、べっ甲など） ]
□使用あり　（材料名：　　　　　　　）／　□使用なし
	
	

	4-1-2.(12)
臭気
	
	製品または革材料からの臭気試験の結果
	第三者試験機関

	4-1-2.(13)
ホルムアルデヒド
	
	試験結果
	第三者試験機関

	4-1-2.(14)
革材料からの重金属の溶出
	
	革材料からの溶出試験結果（鉛、カドミウム、水銀、ニッケル、コバルト、六価クロム、総クロム）
	第三者試験機関

	4-1-2.(15)
革材料からのペンタクロロフェノールの溶出
	
	革材料からの溶出試験結果
	第三者試験機関

	4-1-2.(16)
革材料のアゾ系染料の発癌性芳香族アミン溶出
	
	試験結果
	第三者試験機関

	革材料の発癌性染料5種
	
	記入表101-2
	製革業者

	4-1-2.(17)
染色堅牢度
	
	試験結果
	第三者試験機関

	4-1-2.(18)
プラスチック材料のハロゲン使用
	ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの使用 
· 使用あり　／　□　使用なし
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